財閥と政府は第二次大戦中アヘン中毒だった？

次の資料は先日ブログで取り上げた記事の元、

アメリカで公開されている極秘外交文書である。

数枚のコピーであるが、国民がまったく知らされていない戦争の実態が

明らかにされている。

陸軍が、あるいは関東軍が満州のアヘン取引で巨額の利益を上げていた

事はそれなりに知られている。が実態が明らかにされることは少ない。

なぜなら戦後日本政府を支配したのはまさしくその取引を実行してきた

人たちそのものだったからだ。

児玉機関、岸、・・・・たちが暗躍したのは事実であるが、彼等もその

チェスのコマだったことは言うまでもない。

何ページにもわたる論文よりも、何冊の書籍よりもたった一枚のコピー

のほうがはるかに生々しい実態を表現する事がある。

そんな資料を見てもらおう。

イランからアヘンを買い、満州や中国へ転売するまるで東インド会社のような

あくどい仕事を日本も行っていた。しかもその商いに外務省が仲介していた。
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